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上
小
広
域
連
合
の
財
政
支
援

は
、
予
定
で
あ
り
、
こ
の
支
援

額
が
決
定
さ
れ
た
後
、
佐
久
広

域
連
合
の
支
援
総
額
の
調
整
が

図
ら
れ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
佐
久
広
域
連
合

全
体
の
支
援
総
額
は
、
減
額
の

方
向
で
動
い
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

御
代
田
町
が
全
体
事
業
費

の
7
・
035
％
の
負
担
と
な
り
、

負
担
金
額
は
、
2
億
5
千
300
万

円
余
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

23
年
度
か
ら
事
業
は
始
ま
っ

て
お
り
、
23
年
か
ら
25
年
度
ま

で
の
負
担
金
と
し
て
2
千
563
万

円
余
を
計
上
し
た
。

佐
久
広
域
連
合
佐
久
医
療

セ
ン
タ
ー
整
備
負
担
金
1
億
441

万
4
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
上
小
広
域
連
合
の
負
担
金

が
、
佐
久
広
域
の
見
積
り
よ
り

も
少
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
る
町
の
負
担
金
の
増
減
の
可

能
性
は
。

24
年
度
と
25
年
度
合
わ
せ

た
総
額
は
、
1
億
4
千
800
万
円

で
、
こ
れ
が
最
大
の
支
援
額
と

考
え
て
い
る
。

ＡＱＡ

行
う
。
内
容
は
北
小
同
様
、
屋

根
、
外
壁
、
床
、
ト
イ
レ
な
ど

の
改
修
の
た
め
の
設
計
委
託
料

で
あ
る
。

図
書
購
入
費
624
万
円
は
、

近
隣
市
町
村
と
比
較
し
て
多
い

の
か
、
少
な
い
の
か
。

小
諸
市
は
815
万
円
、
佐
久

市
は
中
央
、
中
込
、
臼
田
、
浅

科
、
望
月
等
含
め
1
千
800
万
円
、

軽
井
沢
町
が
900
万
円
、
佐
久
穂

町
が
400
万
円
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
規
模

や
蔵
書
ス
ペ
ー
ス
も
違
う
の
で

比
較
は
で
き
な
い
が
、
図
書
購

入
費
が
ほ
か
と
比
較
し
て
、
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。新

斎
場
建
設
の
当
町
の
負

担
割
合
と
負
担
額
は
。
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3
月
定
例
会
は
3
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
た
。

　

報
告
2
件
、
人
事
案
1
件
、
条
例
案
14
件
、
予
算
案
19
件
、
事
件
案
7
件
、
専

決
処
分
事
項
の
報
告
1
件
の
町
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
42
件
を
原
案
ど
お
り
承

認
・
可
決
・
同
意
し
た
。

北
小
学
校
の
改
造
内
容
と

工
事
期
間
は
。
ま
た
南
小
学
校

の
設
計
委
託
料
500
万
円
の
内
容

は
。

北
小
学
校
の
校
舎
な
ど
の

大
規
模
改
造
工
事
内
容
は
、
建

設
か
ら
36
年
が
経
過
し
、
経
年

に
よ
る
損
傷
が
進
み
、
校
舎
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
と
、

学
校
生
活
を
送
る
う
え
で
児
童

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
大

規
模
改
造
を
行
う
。

　

工
期
は
、
5
月
下
旬
か
ら
10

月
末
を
想
定
し
、
児
童
や
学
校

の
運
営
に
影
響
が
な
い
よ
う
、

夏
休
み
期
間
を
主
に
計
画
し
て

い
る
。

　

南
小
学
校
も
北
小
同
様
に
36

年
経
過
し
て
い
る
た
め
、
大
規

模
改
造
を
行
な
う
。

　

平
成
25
年
度
は
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
26
年
度
に
工
事
を

ＱＡ

建設中の佐久医療センター

人 

事 

案 

件

御
代
田
財
産
区
管
理
会
委
員

駒
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眞
一  
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栄
町

板
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三
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西
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井
沢

市
川　
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氏　
　

荒
町

土
屋　

延
男  

氏　
　

児
玉

柳
澤　

忠
良  

氏　
　

小
田
井

尾
台　

吉
正  

氏　
　

上
宿

櫻
井
平
次
郎  

氏　
　

栄
町

 

を
同
意

※ 

任
期
は
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら 

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
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　　　　減災という概念で見直した

地域防災計画の見直しは

質問議員　10名
古 越 日 里 池田健一郎 東 口 重 信
仁 科 英 一 古 越 　 弘 笹 沢 　 武
野 元 三 夫 小井土哲雄 茂 木 　 勲
市村千恵子

質問事項（本号掲載以外のもの）
○ 教育の振興について…古越日里
○ 町民の森について…池田健一郎
　 空き家の管理対策は
○ 地方公務員の給与・退職金の引き下げについて…東口重信
○ 企業誘致の考えはあるのか…仁科英一
○ 災害相互協力協定について…笹沢　武
○ 健康で安心して生活できる町づくりとは…野元三夫
○ 業者による無料回収の実態について…小井土哲雄

だ
け
端
的
に
、
単
語
は
区
切
り

な
が
ら
話
す
な
ど
の
工
夫
を
し

て
い
る
。
解
消
さ
れ
な
い
場
所

は
、
現
地
調
査
を
し
機
器
の
設

定
条
件
を
変
え
る
な
ど
の
対
応

を
す
る
。

企
画
財
政
課
長

4
、
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
る
融

雪
型
泥
流
や
土
石
流
を
防
ぐ
た

め
の
堰え

ん

提て
い

に
使
用
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
、「
町
民
の
森
」
の

一
部
を
使
用
し
た
い
と
の
国
か

ら
の
要
望
が
有
る
。

　

町
と
し
て
は
、
浅
間
山
の
防

災
、
減
災
に
関
す
る
事
業
な
の

で
、
道
路
問
題
・
環
境
問
題
等

の
課
題
の
対
応
を
段
階
を
ふ
み

な
が
ら
、
地
元
の
理
解
を
得
て

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

住
民
説
明
会
も
開
催
し
、
町

民
に
説
明
し
て
い
く
。

古
越　

日
里　

議
員

防
災
計
画
の

1
、
見
直
し
を
し
た
点
は

2
、
消
防
活
動
に
つ
い
て

3
、
防
災
無
線
に
つ
い
て

4 

、
町
民
の
森
に
国
土
交
通
省

が
計
画
し
て
い
る
浅
間
山
直

轄
火
山
砂
防
事
業
（
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
）
に
つ
い
て

総
務
課
長

1
、
町
の
見
直
し
で
は
計
画
の

根
幹
で
あ
る
基
本
方
針
に
減
災

と
い
う
考
え
を
取
り
入
れ
、
災

害
を
最
小
限
に
留
め
、
人
命
救

済
を
最
重
視
し
た
防
災
計
画
と

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
原
発
事
故
を

受
け
て
の
原
子
力
災
害
対
策
、

浅
間
山
の
火
山
泥
流
を
想
定
し

た
対
応
、
防
災
無
線
を
利
用
し

て
の
避
難
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。

3
、
防
災
無
線
放
送
に
関
し
て

は
、
音
が
大
き
い
、
反
響
に
よ

り
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い

な
ど
の
苦
情
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
放
送
原
稿
は
で
き
る

問

救急救命講習


